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　新型コロナウイルス感染症は、オミ
クロン株の出現で、年明けから急速に
感染が拡大しました。市中感染が広が
る中、クラスターが発生した施設や、
在宅サービスでもご利用者や職員が罹
患し、サービスの縮小や事業の一部を
休止した施設がありました。皆さまに
は大変なご心配やご迷惑をおかけし申
し訳ございませんでした。
　これからもすべての職員を対象に週
１回の PCR 検査を実施し、ご利用者の
体調管理や感染対策を一層強化し、皆
さまが安心してサービスをご利用いた
だけるよう努めてまいります。
　今後ともご理解、ご協力の程、よろ
しくお願い申し上げます。

今号の「三徳だより」は
諸事情により刊行が大幅
に遅れました。敬老特集
にご寄稿いただいたご家
族を始め、ご協力を賜り
ました皆さまに深くお詫
び申し上げます。

三徳会「経営改善プロジェクト」発進！
～よりよい職場を目指して明日へつなぐ～

　三徳会は安定した経営
の下、働きやすい職場環
境や介護サービスの質の
向上を図り、地域やご利
用者に信頼される法人を
目指しています。
　この理想を実現させる
ために、令和３年の秋に経営改善プロジェクトチームを
立ち上げました。
　昨今、介護をとりまく環境は、人員不足や長期間にわ
たるコロナ禍の影響もあり、とても厳しい状況に置かれて
います。今回のプロジェクトは、このような課題に対し、
職員が自ら行動して改善に向けていこうと、介護職員を
始め、生活相談員、ケアマネジャー、看護師、管理栄養士、事
務員などの多彩なメンバーで話し合いを続けてきました。
　メンバー同士が自由に意見交換をする会議では、「なる
ほど！」「それ、いい案ですね」という賛同の声も寄せら
れ、中には「目からウロコ」と言うような発想から新しい
アイデアが生まれたこともありました。
　今後は目標に向かって、いよいよ実践へ移ります。

「経営改善プロジェクト」　私たちが目指す３つの柱
１．介護職員等の人材確保
＜目標＞ 職員誰もが働きやすい、魅力ある職場づくりを
目指します。介護職員のみならず、介護補助業務職員や
短時間パートの職員の採用も進め、やりがいを感じても
らえる職場にします。また、実習生の受入れや育成マニ
ュアルを見直し、三徳会で働きたいと思えるような職場
づくりをいたします。

２．ご利用者満足度の向上
＜目標＞ 介護の質と利便性の向上を図り、積極的に施
設の魅力を発信します。介護職員の研修プログラムを充
実させ、スキルを持った職員の増加による質の高いケア
を目指します。また、ホームページの刷新やインスタグ
ラムによる情報発信も行い、ご利用者や地域からも選ば
れる施設にしていきます。

３．業務を見直し改善へ
＜目標＞ 現在、新型コロナウイルス感染症の対策等で
職員の業務が増えています。その中で活用しているもの
に、「見守りセンサー」を始めとするＩＣＴ等の次世代
介護機器があります。今後も機器が見守る利便性を事故
予防に活用し、業務省力の実現を目指していきます。

職員リレーエッセイ

「縁」～えん～
　私は三徳会で仕事をするのに際し、多くの「縁」を感じています。
今回はその「縁」についてお話します。
　私は本職に就く以前、自動車の販売会社の営業職をしていました。
ちょうど戸越台ホームが開設された頃は、三徳会と成幸ホームは私
のお得意様でした。その頃の私は、当然のことながら将来ここで仕
事をするとは思ってもみませんでした。
　それから結構な時間が経過し、私は思い切って介護業界に進もう
と、ある企業の就職合同説明会に参加したところ、なんと「三徳会」
のブースを見つけたのです。とても懐かしかったので、昔話でもし
ようかと座ったことが接点となり、その後はトントン拍子に入社が決
まったという「縁」でした。その後、仕事を始めて間もなく、珍しい
お名前の方がご入所され、どこかで聞いたことのあるお名前だと思
いましたら、以前の仕事で関わりのあった方とわかり、こんな偶然の
「縁」もあるのだな、と感じました。
　また、三徳会の新人歓迎会では、職業も知らず共通の趣味でつな
がっていた友人とばったりと再会し、同じ法人で働いていたというこ
とがわかり、腰をぬかしたという「縁」もありました。
　転職したのも何かの「縁」、そしてご利用者一人ひとりの出会いも
これまた「縁」だと感じ、この「縁」に感謝している今日このごろです。

成幸ホーム

久保田 直樹
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「百花繚乱」

花々から元気を

もらいました

編集後記



施設あれこれ

　今日は楽しい楽しいショッピングです。
昨年から続く新型コロナウィルス感染症の影響で外出もままなりませんでしたが、
「まん延防止等重点措置」が解除されたので、今日は中延商店街で洋服を買うことに
しました。
　お店の方からこの洋服はお買い得ですよと言われると、「あらそうなの、どれも素
敵だから迷っちゃう」と話され、とてもニコニコされていました。しかし洋服を選び
始めると突然真剣な表情にかわり、洋服の生地を１枚１枚確認しながら、「買い物は
いかに安くて良いものを見つけるかなのよ、昔を思い出すわ」とおっしゃっていました。
　今日は買い物の極意を学ぶことができ、とても有意義な一日でした。

「買い物の極意」成 幸 ホ ー ム

　11月26日、戸越台中学校２年生３名の職場訪問がありました。
　通常は、直接ご利用者と関わりながらの職場体験を行いますが、今回は職員へのイン
タビュー方式となりました。
　介護の仕事、やりがいや苦労、介護職を目指した動機などの様々な質問があり、職員
は日々ご利用者の笑顔や言葉に励まされていること。ご利用者の体調の変化を見逃さな
いようにすることが大切だと伝えました。生徒は職員の話にメモを取ったり、頷いたり、
真剣に聞き入っていました。
　この体験で「働くこと」を学び、将来の職業について考える機会になればと思ってい
ます。以前のように活発に中学生との交流ができる日をご利用者も待ち望んでいます。

　コロナ禍の収束が待ち遠しい日々ですが、この時期は外気浴も敬遠しがちになって
しまいます。そんな中、手先の器用な方が講師となって折り紙や塗り絵などを楽しむ
ミニサロンを開催しました。
　今回の集いは新年のカレンダー作りです。新しい幕開けにふさわしい縁起のよいだ
るまや末広がりの扇子を彩りよく、まずは塗り絵に取り組まれる方もいらっしゃいま
した。「初めは枠線に沿ってなぞってみて」、「ここは黄色を塗って」と講師役のご利
用者から熱意がこもった言葉が…。完成した作品はフロアに飾り、鑑賞して楽しんで
いただいています。「よくできているわね！」と感嘆の声が聞かれることもしばしば。
　これからもこのミニサロンで何が始まるか目が離せません。

　みなさん、品川蕪をご存知でしょうか。
品川蕪とは江戸東京野菜のひとつで、明治時代まで栽培されたようです。地元の方の
ご尽力で、平成20年に復活しました。
　昨年はコロナ禍ということで開催されなかった「品川蕪品評会」が令和３年12月
26日に品川神社で開催されました。例年は小学校も参加していますが、コロナ禍のた
め今回はリモートで参加したそうです。
　平塚橋ホームは初めての参加で、周りの立派な品川蕪に圧倒されて受賞は逃がしま
したが、金賞を受賞した方に大きく育てるコツを伺いました。種まきの時期にヒント
がありました。来年は金賞を受賞できるよう頑張りたいと思います！
　ホームで収穫した品川蕪は味噌汁と酢の物にして美味しくいただきました。

　現在、小山の家では「アカヒレ」という魚を飼育しています。これは、コロナ禍の
影響でお休みしていただいているボランティアさんから譲り受けました。コイ科の魚
で大きさは３㎝ほどです。活きの良い魚で、とても綺麗な色が特徴的です。当初は11
匹頂いたのですが、元気が良すぎて2匹は水槽から飛び出してしまい、気がつくとど
こかに引っ越してしまいました。
　現在は９匹となった水槽をご利用者が覗いては「可愛い」、「癒されるわね」と楽し
んでいます。餌やりも楽しみの一つになっています。外には以前からメダカも飼育し
ており、近所の方や通りがかりの方が良く見ています。
　生き物を飼うと成長が楽しみになり、可愛くてとても癒されます。

「2 年ぶりの職場訪問」戸越台ホーム

「サロン・ド・エバラ」荏 原 ホ ー ム

小 山 の 家 「小山の家の癒しです」

「品川蕪品評会に出品しました！」平塚橋ホーム

◆ピアノの音色に魅せられて

毎週水曜日は、成幸デイサービスの恒例となった、ボランティアさんによ
る「ミニコンサート」が開催されます。クリスマスが近づいたこの日の選
曲は「ジングルベル」、「遠くへ行きたい」、「トゥ・ヤング」でした。ボラ
ンティアさんの素敵な衣装にもご注目！

◆花々に囲まれた撮影スポット

ご面会記念に花々と一緒に記念撮影はいかがですか、とご家族にお知らせ
したところ、皆さまから大変好評でした。ご覧のように職員がカメラマン
になり、皆さま満面の笑顔で「はい、チーズ」。この花々はボランティアさ
んが制作し、４か所の施設に寄贈していただきました。

◆新しい吹奏楽演奏の楽しみかた

今回の戸越台中学校の吹奏楽部コンサートは、初の試みでリモート中継の
演奏です。離れていても、臨場感あふれる演奏を楽しむことができました。
ご利用者からの拍手と「アンコール！」の声は生徒さんにも届いたことで
しょう。

◆寅のように元気で力強く

年末も近づいたある日。習字ク
ラブでは、これから迎える年に
期待をこめて「正月」と書きまし
た。お手本よりも力強い文字
は、「元気で新年を迎えましょ
う」という願いがこもっているよ
うです。

◆２０２２年を迎えた元旦のお願いごとは…

戸越台ホームの８階に「天空神社」がお目見えし
ました。「今年は春から縁起がいいね」とお願いご
とをした後は、窓から見える都会の青空を眺めて
一休み。その後、ご利用者の皆さまは、元旦のお
せち料理を堪能され、お屠蘇が
振舞われました。

◆お楽しみ食　～クリスマス・お正月編～

コロナ禍で、ご利用者が腕を振るう団らん食やおやつ
作りなどのイベントは縮小せざるを得ない状況でした
が、毎月の「お楽しみ食」で季節を感じながら、行く
年を惜しみ新しい年に希望を馳せました。

メニュー

　新型コロナウイルス感染症の流行は２０２０年の１月から始まり、２年以上の月日が流れ
ました。この間、感染の波を繰り返し、２０２２年の１月には「オミクロン株」の急拡大に
より第６波が到来。再びご面会や外出を制限せざるを得ない状況となりました。
　そのような状況でも季節は巡り「春夏秋冬」を感じる暮らしがありました。今回は秋から
冬へ、そして春へと季節の移ろいと共に過ごした皆さまの日常をお届けします。

２０２１年から２０２２年へ

季節は巡り新たな年を迎えました

＜元旦＞
祝い雑煮／寿かまぼこ／テ
リーヌ／黄金焼／お煮しめ
／柚子釜／日の出豆腐／数
の子山椒合え／栗きんとん
／黒豆／フルーツ／お屠蘇

＜クリスマス＞
えびチキンピラフ／クリス
マスミートローフ／キッシ
ュ風／野菜のマリネ／クリ
ーム煮／ミネストローネ／
フルーツ／プチデザート



　昨年に続きオンラインで開催された品川区保健福祉
従事者実践・研究発表会で発表した在宅介護支援セン
ターの事例です。
＜事例の概要＞
　高齢者の中には、子どもに迷惑はかけられないと、
限界が来ても頑張って生活を続けている方がいます。
その頑張りが、時として子どもが親の生活や心身の変
化に気づくチャンスを遠のけてしまうこともあります。
　今回は、息子夫婦が年に数回しか実家に訪問してい
なかったために、両親の生活が困難になっていること
に気づかず、介護保険サービスの利用により、生活に
大きな変化が見られるようになった事例です。支援の
過程で息子夫婦の意識も大きく変わり、様々な問題を
一つずつ解決しようという意識が芽生え、両親が住み
やすい環境で暮らせるようにと、心から望まれるよう
になりました。
　親と子、それぞれの立場
から意見を交わし、息子夫
妻は両親の未来を考えて支
援し、良好な親子関係も築
くことができました。

　長引くコロナ禍で在
宅介護支援センターの
研修は、ほとんどオン
ラインになりました。
昨年秋の品川区介護支
援専門員連絡協議会主
催の「生活支援記録法」
研修をした頃はZOOM初心者の受講者もいて、自宅の
操作は不安という声もありました。しかし、回数を重
ねるごとに、使いこなせるようになり、現在は様々な
研修をリモートで受講して学びを深めています。オン
ライン研修は参加もしやすく、繰り返し受講できるも
のもあり、今は研修の主流となりました。
　また、コロナウイルスは第６波のピークが過ぎ、３
月には「まん延防止法等重点措置」が解除されました
が、未だ事態は好転せず、現在もご利用者の状況確認
は電話か短時間での訪問としています。久しぶりに訪
問させていただくと、会わなければ気づくことができ
ない変化を知り、対面して生活を五感で感じとる大切
さを実感しています。
　今後も感染リスク対応を万全にとり、できる限りご利
用者にお会いして話を聞かせていただきたいと思います。

　令和４年３月より、障害や難病等でお困りの方
への相談援助を行う事業所を開設いたしました。
在宅介護支援センターに併設している利点を生か
し、荏原西地区のケアマネジャーや関係機関と連
携しながら、対象となる方の介護保険への移行や
併用がスムーズに行われるように支援してまいり
ます。
　サービスの対象となる方は介護保険と障害福祉
サービスを併用している方、２号被保険者で障害
福祉サービスを利用する方などになります。
　障害福祉サービスに関ることや介護保険制度へ
の移行など、どんなことでもお気軽にご相談くだ
さい。

荏原障害者計画相談支援事業所
（品川区指定管理事業）

所在地　品川区荏原２－９－６
電　話　０３（５７５０）３６３９
相談受付　月曜日～土曜日　９～１７時
　　　　　（日・祝祭日、年末年始を除く）

　令和４年度は法人の創立40年を迎えます。この
記念すべき年度を前に、永年勤続職員（非常勤・
嘱託も含む）の表彰式が執り行われました。
　今回は平塚橋ホームの開設時に入職した職員の
勤続５年を始め、10年、20年と続き、勤続30年
となった介護職員が表彰されました。表彰式では
法人と共に歩んだ、30年にわたる功労を称え、参
加者の皆さんからも先輩職員へ惜しみない拍手が
送られました。

（写真撮影時のみ
　マスクを外しています）

こんなときだからこそ

地域に元気を届ける「もりあげ隊」を結成！

　よもや、よもや…。昨年に続き、今年もコロ
ナと迎える新年になるとは。
　乳幼児の元気な声、地域交流スペ－スで遅く
まで勉学に励む学生、いきいきと体操・講座に
参加する高齢者、ラウンジいっぱいに観客が溢
れるコンサ－ト、１階で住民や家族と一緒にイ
ベントに参加する特養ホ－ム入居者。ここ、平
塚橋ゆうゆうプラザには毎日、大勢の利用者が
いて、活気がありました。
　コロナ禍によって休館や一部利用制限とな
り、住民からは「ここに通うことが当たり前だっ
たから寂しい」と再開を待ち望む声をたくさん
頂戴しました。
　そこで高齢者世代を対象に「もりあげ隊」を
結成し、住民主体の活動４種類を新しく設けま
した。なかでも、「音楽に合わせて体操」では、
「体操は苦手だけど馴染みのある曲に合わせ
てリズムよく楽しみながら体操できる」と大好
評です。
　秋からは人数制限等の感染対策を講じながら
少しずつイベントを再開しました。「人生まだま
だ彩りまショ－」では12名の高齢者が世界ア
ルツハイマ－月間と重なったこともあり、オレ
ンジカラ－を一部着用し、これまでの人生観や
これからの抱負等を語ってくださいました。「昨

年大病を患ったが、今はこうして歩けるように
なった。人生、何があるかわからない。日々、
周りの方に感謝しながら過ごしています」のス
ピ－チに観客から拍手を浴びていました。
　「しながわジャズコンサ－ト」では第1部にお
いて特養ホ－ム入居者へ生演奏を届けようと、
１階中庭で演奏し、窓を開放した２階から４階
の入居者に音楽を届けました。コロナ禍だから
こそ生まれた演奏スタイルとなりました。
　先日、利用者から次のような言葉をいただき
ました。「このコロナ禍で私は逆に平塚橋ゆう
ゆうの活動が広がった。これまではカラオケだ
けだったが、活動できなくなった。しかし、こ
こが始めた活動に参加し始め、新しい活動、新
しい出会い、新しい輪が広がり、とても楽しい。」
「Withコロナ」によって新しい出会いの場を作
ることができました。
　私達はコロナに大変苦しめられました。しか
し、コロナによって改めて「つながり」の大切
さを感じました。ここに来れば誰かに会える、
お話しできる。平塚橋ゆうゆうプラザの存在が
少しでも皆様の安らぎの場となれば嬉しいです。
　平塚橋ゆうゆうプラザは、地域の方々が今後
とも安心してご利用できるよう努めますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

日々、勉強です
在宅介護支援センター

品川保健福祉従事者実践・研究発表会

「家族の絆をもう一度」
発表︓成幸在宅介護支援センター　
令和４年２月４日／オンライン開催
（主催︓品川介護福祉専門学校）
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　次女の本田千代子様よりお話を伺いました。

　出身は山梨県上野原市で、７人の姉弟妹の長
女として生まれました。東京の親戚の家が商売（薬
屋、雑貨屋他）を営んでいたので、店の手伝い
や家族のお世話等を手伝っていたようです。
　５人の子どもに恵まれましたが幼くして２人を亡くし、長女が59歳の時に病死した
のです。親より先に逝かれるのはとても淋しいと言っていました。
　子どもの頃の思い出は、リメイクした手縫いのスカートをつくってくれたこと。自分
のものは後回しだったと思います。父が没後は庭いじり。花が好きで「今日はあの花
のつぼみが出た、咲いた」と嬉しそうに言いながら精をだしていました。大きな病気
をした時は「こんな病気に負けられない」「こんなことにも負けていられない」という
強い意志、強い気持ちで病気に打ち勝ってきました。
　また、普段から歩けなくなったらおしまいだから、何としても自分の足で歩かなくち
ゃと言って体操にも取り組んでいました。娘として、好き嫌い言わず何でも食べる「好
奇心旺盛」でかわいい笑顔あふれるおばあちゃんでいてくれてありがたかったです。
　そういえば母が独身の頃、親戚が経営していたビリヤード場で「マッセ」という技
の練習をしている写真が出てきました。あの時代にこの遊びをしていたのかと思うと
「ハイカラさん」ですよね。夏には日傘をさして銀座に行っていたという話も聞いたこ
とがありました。楽しかった思い出と苦しく辛い思い出が交差した人生だと思います。
　残り少ない日々、穏やかに過ごせますよう元気でいて欲しい気持ちです。これから
もよろしくお願いいたします。

　ご長男の大石克彦様より寄稿いただきました。

　母は、幼少期を戸越銀座、青年期は荏原で過ごしま
した。京陽小学校高等科を卒業し、第一銀行本店に就
職しました。毎年、仕事納めの際、当時役員であった
渋沢氏（栄一の孫？）が皆に振る舞った、「鰻丼のお
いしかったことが、忘れられない」と、いまでも一番
の好物です。
　父は青山師範を卒業し、最初に奉職した京陽小学校で教鞭を執っていました。そ
の後、陸軍航空隊（熊谷）に入隊し、教官をしておりましたが、昭和20年春が過
ぎると戦局は急を告げ、特攻隊に志願せざるを得なくなりました。特攻隊に編成さ
れて基地を離陸し、母の住まいの上空で翼を左右に振る父の飛行機（98式直協機）
を見上げて、母は「込み上げて来るのを抑えられなかった」。と語っていました。
　母は矢吹、壬生から真室川へと父の赴任先に連れ添って住まいを移りました。３
月10日の東京大空襲は宇都宮で黎明に薄紅色に染まった南の空を臨み、不安を募
らせた。と語っていました。
　昭和20年５月25日の空襲で父の実家（小山）は焼失しました。母の実家（荏原）
は、祖父が炎のあがった焼夷弾を、手掴みで井戸に叩き込み、焼失を免れた。との
武勇伝が残っています。父は復員後、公職追放の憂き目にあい、教員への復職は叶
いませんでした。食料難と、頑是ない兄弟に、相当手を焼いたようです。五十代に
なると日舞に没頭しました。更に父と共に、水彩画教室（品川みづえ会）で八十代
まで筆を執っていました。現在はスタッフの皆さんのお蔭で、健康を維持でき、毎
日本を読んでおります。コロナ禍が収まったら、家族皆で、鰻丼を食べて百歳を祝
えることを楽しみしております。

　ご長男の和氣稔様より寄稿いただきました。

　母は大正11年２月20日、栃木県矢板市に七人兄妹
の長女として生まれました。母からは幼い頃にお母さ
んを亡くし苦労が絶えず、「おしん」に似たような生
活だったと聞かされたことがありました。24歳の頃に
父と結婚、一男二女３人の子どもを授かり、私達が結
婚するまで必死に育ててくれました。父の定年を機に日光から私達夫婦が住む品川
に転居してきました。
　私達はお店を営んでいましたので、料理上手な母は毎日食事を作ったり、時間を
見つけては得意な手芸など楽しんでいました。月日が経ち徐々に体調が悪くなり、
入退院を繰り返して足も弱り、自宅で介護するのが難しくなったので、89歳のと
き埼玉県の施設にお世話になりました。施設で暮らすようになっても手を動かすこ
とが好きな母は、カギ針で毛糸を編んだ洋服をキューピー人形に着せたり、施設の
雑巾を作るなどいろいろと手伝い、頼りにされていました。遠方なので月に一度く
らいしか会いに行けませんでしたが、行くたびに「歩けるようになったら家に帰れ
るからリハビリを頑張っている」と話をしていました。
　その後母は車いす生活となりましたが、６年ほどそこで暮らし、地元の成幸ホー
ムでお世話になることになりました。最初はなかなかなじめず泣かれましたが、段々
に慣れてきて、習字クラブやレクリエーションに参加し、楽しく過ごすようになり
よかったと思います。食事もなんとか一人で食べられ、こうして100歳を迎えるこ
とができたのも、ひとえに施設の皆様のお陰です。ありがとうございました。
　コロナ禍がなければ兄妹家族一同で祝ってあげたかったです。残念でなりませ
ん。施設の皆様には日頃の心づかいを感謝しております。これからもよろしくお願
い申し上げます。

　ご長男の松尾良一様より寄稿いただきました。

　母は、山梨県中巨摩郡（現アルプス市）にある櫛形山の
中腹にある村で８人兄弟の４番目として生まれました。家
は農業と養蚕を営んでいたそうですが、母は虫が嫌いで手
伝うのをかなり嫌がったため、餌となる桑の葉を桑畑から
摘んでくることをやらされたようです。
　若い頃には村の発展のため色々と手伝いをしたようですが、なかでも貯水池を造
ったことが思い出で、今ではこの池が県民の森の「南伊奈ヶ湖」となっています。
　当時の趣味として踊りの振り付けが好きで、村の集会や催し物があると演芸の担
当として活躍していたようです。
　実家にいるころは製糸工場などいろいろな職業についた母は、その後大井町にい
る叔父を頼りに上京してきました。仕事をしながら通信教育で洋裁、和裁を学んで
技術を習得し、冬近くなると毎年のように私にセーターを編んでくれたことを想い
出します。
　父と見合い結婚してからは外で働くことは少なくなり、家で内職をするようにな
りました。私の面倒をみながらでしたので大変だったのではと思います。
　私が小学生の時、学校から帰ってくると家の中がなにやら様子がおかしいので聞
いてみると、「テレビで大きな地震が起こるかもしれないと言っていたから」と家
の荷物をひとまとめにして隅のほうに置いていたことがありました。母は用心深
く、超がつくほどの心配性だったと思います。
　こんな母ですが、今はホームに入り何も心配することなく過ごしていることと思
います。ホームではよく歌を唄っていると聞いています。残りの人生をゆったりと
過ごして欲しいと思います。

成　幸
（定員 80）

戸越台
（定員 72）

荏　原
（定員120）

平塚橋
（定員100）

米寿(88歳) 卒寿(90歳) 白寿(99歳) 新百歳 百歳以上

３　　　４　　　２　　　２　　　６

３　　　５　　　０　　　２　　　７

２　　　11　　　４　　　１　　　７

４　　　４　　　１　　　０　　　６

特集
成幸ホーム

戸越台ホーム

荏原ホーム

平塚橋ホーム松尾 とく志 様（１００歳）

和氣 ハル 様（１００歳） 本田 ます子 様（１０４歳）

大石 孜子 様（１００歳）

　令和３年度の敬老式典はご家族と共にアットホー
ムな雰囲気でお祝いしました。久しぶりにご家族と会
えて話が弾み、皆さま笑顔で写真に納まりました。
　いつでも自由にご面会できるようになるのがとて
も待ち遠しい日々ですが、この先も「米寿」、「卒寿」、
「百歳」、「百歳以上」を始めとするご利用者の皆さま
が、元気で過ごしていただき、ご家族との面会ができ
ますようにと願っています。
　今回も、様々な人生を歩んでこられた皆さまやご
家族に、人生の思い出などのお話しを伺いました。

※各施設のお祝いの方々の人数は表のとおりです。



　昨年に続きオンラインで開催された品川区保健福祉
従事者実践・研究発表会で発表した在宅介護支援セン
ターの事例です。
＜事例の概要＞
　高齢者の中には、子どもに迷惑はかけられないと、
限界が来ても頑張って生活を続けている方がいます。
その頑張りが、時として子どもが親の生活や心身の変
化に気づくチャンスを遠のけてしまうこともあります。
　今回は、息子夫婦が年に数回しか実家に訪問してい
なかったために、両親の生活が困難になっていること
に気づかず、介護保険サービスの利用により、生活に
大きな変化が見られるようになった事例です。支援の
過程で息子夫婦の意識も大きく変わり、様々な問題を
一つずつ解決しようという意識が芽生え、両親が住み
やすい環境で暮らせるようにと、心から望まれるよう
になりました。
　親と子、それぞれの立場
から意見を交わし、息子夫
妻は両親の未来を考えて支
援し、良好な親子関係も築
くことができました。

　長引くコロナ禍で在
宅介護支援センターの
研修は、ほとんどオン
ラインになりました。
昨年秋の品川区介護支
援専門員連絡協議会主
催の「生活支援記録法」
研修をした頃はZOOM初心者の受講者もいて、自宅の
操作は不安という声もありました。しかし、回数を重
ねるごとに、使いこなせるようになり、現在は様々な
研修をリモートで受講して学びを深めています。オン
ライン研修は参加もしやすく、繰り返し受講できるも
のもあり、今は研修の主流となりました。
　また、コロナウイルスは第６波のピークが過ぎ、３
月には「まん延防止法等重点措置」が解除されました
が、未だ事態は好転せず、現在もご利用者の状況確認
は電話か短時間での訪問としています。久しぶりに訪
問させていただくと、会わなければ気づくことができ
ない変化を知り、対面して生活を五感で感じとる大切
さを実感しています。
　今後も感染リスク対応を万全にとり、できる限りご利
用者にお会いして話を聞かせていただきたいと思います。

　令和４年３月より、障害や難病等でお困りの方
への相談援助を行う事業所を開設いたしました。
在宅介護支援センターに併設している利点を生か
し、荏原西地区のケアマネジャーや関係機関と連
携しながら、対象となる方の介護保険への移行や
併用がスムーズに行われるように支援してまいり
ます。
　サービスの対象となる方は介護保険と障害福祉
サービスを併用している方、２号被保険者で障害
福祉サービスを利用する方などになります。
　障害福祉サービスに関ることや介護保険制度へ
の移行など、どんなことでもお気軽にご相談くだ
さい。

荏原障害者計画相談支援事業所
（品川区指定管理事業）

所在地　品川区荏原２－９－６
電　話　０３（５７５０）３６３９
相談受付　月曜日～土曜日　９～１７時
　　　　　（日・祝祭日、年末年始を除く）

　令和４年度は法人の創立40年を迎えます。この
記念すべき年度を前に、永年勤続職員（非常勤・
嘱託も含む）の表彰式が執り行われました。
　今回は平塚橋ホームの開設時に入職した職員の
勤続５年を始め、10年、20年と続き、勤続30年
となった介護職員が表彰されました。表彰式では
法人と共に歩んだ、30年にわたる功労を称え、参
加者の皆さんからも先輩職員へ惜しみない拍手が
送られました。

（写真撮影時のみ
　マスクを外しています）

こんなときだからこそ

地域に元気を届ける「もりあげ隊」を結成！
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施設あれこれ

　今日は楽しい楽しいショッピングです。
昨年から続く新型コロナウィルス感染症の影響で外出もままなりませんでしたが、
「まん延防止等重点措置」が解除されたので、今日は中延商店街で洋服を買うことに
しました。
　お店の方からこの洋服はお買い得ですよと言われると、「あらそうなの、どれも素
敵だから迷っちゃう」と話され、とてもニコニコされていました。しかし洋服を選び
始めると突然真剣な表情にかわり、洋服の生地を１枚１枚確認しながら、「買い物は
いかに安くて良いものを見つけるかなのよ、昔を思い出すわ」とおっしゃっていました。
　今日は買い物の極意を学ぶことができ、とても有意義な一日でした。

「買い物の極意」成 幸 ホ ー ム

　11月26日、戸越台中学校２年生３名の職場訪問がありました。
　通常は、直接ご利用者と関わりながらの職場体験を行いますが、今回は職員へのイン
タビュー方式となりました。
　介護の仕事、やりがいや苦労、介護職を目指した動機などの様々な質問があり、職員
は日々ご利用者の笑顔や言葉に励まされていること。ご利用者の体調の変化を見逃さな
いようにすることが大切だと伝えました。生徒は職員の話にメモを取ったり、頷いたり、
真剣に聞き入っていました。
　この体験で「働くこと」を学び、将来の職業について考える機会になればと思ってい
ます。以前のように活発に中学生との交流ができる日をご利用者も待ち望んでいます。

　コロナ禍の収束が待ち遠しい日々ですが、この時期は外気浴も敬遠しがちになって
しまいます。そんな中、手先の器用な方が講師となって折り紙や塗り絵などを楽しむ
ミニサロンを開催しました。
　今回の集いは新年のカレンダー作りです。新しい幕開けにふさわしい縁起のよいだ
るまや末広がりの扇子を彩りよく、まずは塗り絵に取り組まれる方もいらっしゃいま
した。「初めは枠線に沿ってなぞってみて」、「ここは黄色を塗って」と講師役のご利
用者から熱意がこもった言葉が…。完成した作品はフロアに飾り、鑑賞して楽しんで
いただいています。「よくできているわね！」と感嘆の声が聞かれることもしばしば。
　これからもこのミニサロンで何が始まるか目が離せません。

　みなさん、品川蕪をご存知でしょうか。
品川蕪とは江戸東京野菜のひとつで、明治時代まで栽培されたようです。地元の方の
ご尽力で、平成20年に復活しました。
　昨年はコロナ禍ということで開催されなかった「品川蕪品評会」が令和３年12月
26日に品川神社で開催されました。例年は小学校も参加していますが、コロナ禍のた
め今回はリモートで参加したそうです。
　平塚橋ホームは初めての参加で、周りの立派な品川蕪に圧倒されて受賞は逃がしま
したが、金賞を受賞した方に大きく育てるコツを伺いました。種まきの時期にヒント
がありました。来年は金賞を受賞できるよう頑張りたいと思います！
　ホームで収穫した品川蕪は味噌汁と酢の物にして美味しくいただきました。

　現在、小山の家では「アカヒレ」という魚を飼育しています。これは、コロナ禍の
影響でお休みしていただいているボランティアさんから譲り受けました。コイ科の魚
で大きさは３㎝ほどです。活きの良い魚で、とても綺麗な色が特徴的です。当初は11
匹頂いたのですが、元気が良すぎて2匹は水槽から飛び出してしまい、気がつくとど
こかに引っ越してしまいました。
　現在は９匹となった水槽をご利用者が覗いては「可愛い」、「癒されるわね」と楽し
んでいます。餌やりも楽しみの一つになっています。外には以前からメダカも飼育し
ており、近所の方や通りがかりの方が良く見ています。
　生き物を飼うと成長が楽しみになり、可愛くてとても癒されます。

「2 年ぶりの職場訪問」戸越台ホーム

「サロン・ド・エバラ」荏 原 ホ ー ム

小 山 の 家 「小山の家の癒しです」

「品川蕪品評会に出品しました！」平塚橋ホーム

◆ピアノの音色に魅せられて

毎週水曜日は、成幸デイサービスの恒例となった、ボランティアさんによ
る「ミニコンサート」が開催されます。クリスマスが近づいたこの日の選
曲は「ジングルベル」、「遠くへ行きたい」、「トゥ・ヤング」でした。ボラ
ンティアさんの素敵な衣装にもご注目！

◆花々に囲まれた撮影スポット

ご面会記念に花々と一緒に記念撮影はいかがですか、とご家族にお知らせ
したところ、皆さまから大変好評でした。ご覧のように職員がカメラマン
になり、皆さま満面の笑顔で「はい、チーズ」。この花々はボランティアさ
んが制作し、４か所の施設に寄贈していただきました。

◆新しい吹奏楽演奏の楽しみかた

今回の戸越台中学校の吹奏楽部コンサートは、初の試みでリモート中継の
演奏です。離れていても、臨場感あふれる演奏を楽しむことができました。
ご利用者からの拍手と「アンコール！」の声は生徒さんにも届いたことで
しょう。

◆寅のように元気で力強く

年末も近づいたある日。習字ク
ラブでは、これから迎える年に
期待をこめて「正月」と書きまし
た。お手本よりも力強い文字
は、「元気で新年を迎えましょ
う」という願いがこもっているよ
うです。

◆２０２２年を迎えた元旦のお願いごとは…

戸越台ホームの８階に「天空神社」がお目見えし
ました。「今年は春から縁起がいいね」とお願いご
とをした後は、窓から見える都会の青空を眺めて
一休み。その後、ご利用者の皆さまは、元旦のお
せち料理を堪能され、お屠蘇が
振舞われました。

◆お楽しみ食　～クリスマス・お正月編～

コロナ禍で、ご利用者が腕を振るう団らん食やおやつ
作りなどのイベントは縮小せざるを得ない状況でした
が、毎月の「お楽しみ食」で季節を感じながら、行く
年を惜しみ新しい年に希望を馳せました。

メニュー

　新型コロナウイルス感染症の流行は２０２０年の１月から始まり、２年以上の月日が流れ
ました。この間、感染の波を繰り返し、２０２２年の１月には「オミクロン株」の急拡大に
より第６波が到来。再びご面会や外出を制限せざるを得ない状況となりました。
　そのような状況でも季節は巡り「春夏秋冬」を感じる暮らしがありました。今回は秋から
冬へ、そして春へと季節の移ろいと共に過ごした皆さまの日常をお届けします。

２０２１年から２０２２年へ

季節は巡り新たな年を迎えました

＜元旦＞
祝い雑煮／寿かまぼこ／テ
リーヌ／黄金焼／お煮しめ
／柚子釜／日の出豆腐／数
の子山椒合え／栗きんとん
／黒豆／フルーツ／お屠蘇

＜クリスマス＞
えびチキンピラフ／クリス
マスミートローフ／キッシ
ュ風／野菜のマリネ／クリ
ーム煮／ミネストローネ／
フルーツ／プチデザート
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　新型コロナウイルス感染症は、オミ
クロン株の出現で、年明けから急速に
感染が拡大しました。市中感染が広が
る中、クラスターが発生した施設や、
在宅サービスでもご利用者や職員が罹
患し、サービスの縮小や事業の一部を
休止した施設がありました。皆さまに
は大変なご心配やご迷惑をおかけし申
し訳ございませんでした。
　これからもすべての職員を対象に週
１回の PCR 検査を実施し、ご利用者の
体調管理や感染対策を一層強化し、皆
さまが安心してサービスをご利用いた
だけるよう努めてまいります。
　今後ともご理解、ご協力の程、よろ
しくお願い申し上げます。

今号の「三徳だより」は
諸事情により刊行が大幅
に遅れました。敬老特集
にご寄稿いただいたご家
族を始め、ご協力を賜り
ました皆さまに深くお詫
び申し上げます。

三徳会「経営改善プロジェクト」発進！
～よりよい職場を目指して明日へつなぐ～

　三徳会は安定した経営
の下、働きやすい職場環
境や介護サービスの質の
向上を図り、地域やご利
用者に信頼される法人を
目指しています。
　この理想を実現させる
ために、令和３年の秋に経営改善プロジェクトチームを
立ち上げました。
　昨今、介護をとりまく環境は、人員不足や長期間にわ
たるコロナ禍の影響もあり、とても厳しい状況に置かれて
います。今回のプロジェクトは、このような課題に対し、
職員が自ら行動して改善に向けていこうと、介護職員を
始め、生活相談員、ケアマネジャー、看護師、管理栄養士、事
務員などの多彩なメンバーで話し合いを続けてきました。
　メンバー同士が自由に意見交換をする会議では、「なる
ほど！」「それ、いい案ですね」という賛同の声も寄せら
れ、中には「目からウロコ」と言うような発想から新しい
アイデアが生まれたこともありました。
　今後は目標に向かって、いよいよ実践へ移ります。

「経営改善プロジェクト」　私たちが目指す３つの柱
１．介護職員等の人材確保
＜目標＞ 職員誰もが働きやすい、魅力ある職場づくりを
目指します。介護職員のみならず、介護補助業務職員や
短時間パートの職員の採用も進め、やりがいを感じても
らえる職場にします。また、実習生の受入れや育成マニ
ュアルを見直し、三徳会で働きたいと思えるような職場
づくりをいたします。

２．ご利用者満足度の向上
＜目標＞ 介護の質と利便性の向上を図り、積極的に施
設の魅力を発信します。介護職員の研修プログラムを充
実させ、スキルを持った職員の増加による質の高いケア
を目指します。また、ホームページの刷新やインスタグ
ラムによる情報発信も行い、ご利用者や地域からも選ば
れる施設にしていきます。

３．業務を見直し改善へ
＜目標＞ 現在、新型コロナウイルス感染症の対策等で
職員の業務が増えています。その中で活用しているもの
に、「見守りセンサー」を始めとするＩＣＴ等の次世代
介護機器があります。今後も機器が見守る利便性を事故
予防に活用し、業務省力の実現を目指していきます。

職員リレーエッセイ

「縁」～えん～
　私は三徳会で仕事をするのに際し、多くの「縁」を感じています。
今回はその「縁」についてお話します。
　私は本職に就く以前、自動車の販売会社の営業職をしていました。
ちょうど戸越台ホームが開設された頃は、三徳会と成幸ホームは私
のお得意様でした。その頃の私は、当然のことながら将来ここで仕
事をするとは思ってもみませんでした。
　それから結構な時間が経過し、私は思い切って介護業界に進もう
と、ある企業の就職合同説明会に参加したところ、なんと「三徳会」
のブースを見つけたのです。とても懐かしかったので、昔話でもし
ようかと座ったことが接点となり、その後はトントン拍子に入社が決
まったという「縁」でした。その後、仕事を始めて間もなく、珍しい
お名前の方がご入所され、どこかで聞いたことのあるお名前だと思
いましたら、以前の仕事で関わりのあった方とわかり、こんな偶然の
「縁」もあるのだな、と感じました。
　また、三徳会の新人歓迎会では、職業も知らず共通の趣味でつな
がっていた友人とばったりと再会し、同じ法人で働いていたというこ
とがわかり、腰をぬかしたという「縁」もありました。
　転職したのも何かの「縁」、そしてご利用者一人ひとりの出会いも
これまた「縁」だと感じ、この「縁」に感謝している今日このごろです。

成幸ホーム

久保田 直樹

第１０７号　２０２２年（令和４年）
発行：社会福祉法人 三 徳 会
https://www.santokukai.com/

「百花繚乱」

花々から元気を

もらいました

編集後記
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